
 

河野謙一郎様の思い出 

 

 本年 1 月に評議員会議長の河野謙一郎様が昨年 11 月に逝去されたとのお知らせがあり、

大変、驚きました。昨年 9 月 6 日には評議員会議長として評議員会提言を取りまとめ学会

へ提出して頂いたので、その時点から余り時も過ぎておらず信じられない心持です。 

 

 河野謙一郎様は、長期に亘り評議員会議長を務めて頂きましたが、最近ではコロナのため

3年近く実際にお目にかかる事が叶いませんでした。以前は、理事会終了後に評議員会が年

2回開催されていて、その際には評議員の皆様から学会に対して活発なご意見があり、その

際に議長として意見交換、集約に力を入れて活動して頂き学会の将来を見据え理事会に対

し貴重な意見・提言がありました。また、評議員会終了後には、理事会・評議員会出席者と

の懇親会があり、河野様が参加の皆様とビールを飲みながら社会問題、情報、情報システム

を含め多方面の話を楽しんでいたことが思い出されます。 

 

 河野謙一郎様は色々な場面で、大きなテーマを学会として検討、研究するばかりでなく同

時に企業・社会現場での実践問題を情報システムとして取り上げリスクも同時に考慮しつ

つ研究して行くことの重要性を遠慮がちに主張していたと記憶しています。実践問題の研

究が実業界、企業、社会に取り重要で学会への実業界からの参加が多くなることを期待して

いるとお話があったのが思い出されます。また、河野謙一郎様は、故浦先生から『実務経験

を大切にして学び得た知識を将来に活用してください。』と、情報システム開発現場実務に

邁進していた時に言われたとお話しされたこともありました。 

貴重な人が先立って行き大変、残念です。 

 

河野謙一郎様のご冥福を茲にお祈り申し上げます。 
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